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 低温実験に携わる者にとって，液体ヘリウムの安定供給は死活問題に直結する非常に重要な問

題でありますが，LTM センターのしっかりした供給体制により，ほぼ心配することなく実験がで

きており，この編集後記執筆の機会を借りてユーザーの一人として感謝したいと思います．また

発注のオンライン化や科研費による支払いなど，一昔前のことを思うとずいぶんと便利になって

きていると実感しております． 

 このような利便性の向上に伴い，液体ヘリウムに対する取り扱いがややもするとおろそかにな

ってしまいがちではないか，と思うときがあります．私が若い頃は「ヘリウムの一滴は血の一滴」

と思えとよく言われましたが，貴重な資源を扱っていることを再認識していきたいと考えていま

す．定期的に発行されている LTM センター誌が，このことを思い出すいい機会になれば幸いです．       

                                   T. S.  
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